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の
６
点
を
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
耐
震
対
策

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
基
本
的
考
え
方
の
も
と
、耐
震
性

の
低
い
施
設
に
つ
い
て
、建
物
全
体
の
耐
震
性

能
を
箇
所
ご
と
に
詳
細
に
分
析
し
、大
規
模
地

震
発
生
時
に
実
際
に
ど
の
よ
う
な
危
険
性
が

あ
る
の
か
な
ど
に
つ
い
て
専
門
家
の
意
見
を
聞

い
て
お
り
、そ
の
見
解
を
踏
ま
え
、個
々
の
施
設

ご
と
に
ハ
ー
ド・ソ
フ
ト
両
面
の
対
応
を
検
討

し
て
い
ま
す
。あ
わ
せ
て
、専
門
家
の
見
解
が
得

ら
れ
る
ま
で
の
間
に
お
い
て
も
、応
急
的
な
対

応
と
し
て
競
輪
場
ス
タ
ン
ド
の
一
部
を
立
入
禁

止
に
す
る
な
ど（
２
月
末
時
点
）、安
全・安
心
の

確
保
に
向
け
て
、順
次
、積
極
的
に
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

県
で
は
、県
有
施
設
の
耐
震
性
の
確
保
に
つ
い

て
、こ
れ
ま
で
も
順
次
、取
り
組
み
を
進
め
て
き
て

お
り
、耐
震
化
率
は
60
％（
平
成
19
年
）か
ら
90
％

（
平
成
30
年
）へ
と
大
幅
に
改
善
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、一
部
の
施
設
に
つ
い
て
は
、県
民
の
利

便
性
や
県
財
源
の
効
率
的
な
活
用
の
観
点
か
ら
、

耐
震
改
修
の
み
を
行
う
の
か
、あ
わ
せ
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
や
建
て
替
え
を
行
う
の
か
等
の
検
討

を
行
っ
て
き
た
た
め
、現
時
点
に
お
い
て
も
耐
震

性
が
低
い
ま
ま
の
施
設
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、最
近
、文
化
会
館
を
は
じ
め
そ
の
安
全

性
に
つ
い
て
、県
民
の
皆
さ
ん
の
関
心
も
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、２
月
７
日
に
庁
内
に「
県
有

施
設
等
耐
震
検
討
チ
ー
ム
」を
立
ち
上
げ
、左
記

県のホームページでは、「こちら知事室です」で、定例記者会見のようすや県政の考え方も掲載しています。
また、「奈良県フォトニュース」で県内のニュース等を写真と記事でお伝えしています。ぜひご覧ください。
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県
有
施
設
の
耐
震
検
討
チ
ー
ム
を
設
置

❶県民の安全・安心の確保を最優
先に考慮しつつ、県民の利便性・
快適性の向上に資するよう、耐
震対策を含めた施設管理のあり
方を検討

❷施設の利用者や耐震性能などを
踏まえつつ、優先順位をつけて
検討

❸専門家の知見も参考にしなが
ら、客観的な検討を行う

❹施設の建替え・補強などのハー
ド面対策及び、避難訓練・使用停
止などのソフト対策両面で、幅
広く対応を検討

❺耐震性能の数値のみに着目する
のではなく、必要に応じて、当該
施設の今後のあり方も含めて幅
広く検討

❻施設利用者が耐震性能等の状
況を正しく把握するため、正確
かつ丁寧な情報発信

構造耐震指標

Ｉｓ値0.3未満

（木造）
Ｉｗ値0.7未満

Ｉｓ値0.3以上0.6未満

（木造）
Ｉｗ値0.7以上1.0未満

●文化会館　●美術館（旧館）
●登美学園（指導訓練棟）
●県立医科大学（一般教育校舎）
●県立医大附属病院（旧館棟、管理棟）
●西和医療センター（病院本館・南病棟）
●橿原公苑（弓道場）　●吉城園（茶室）
●競輪場（中央スタンド、第1払戻所、

東サイドスタンド、第1投票所）

●美術館（新館接続棟）
●民俗博物館
●県立大学（4号館北館）
●県立医大附属病院（Ａ病棟）
●登美学園（中軽度棟）
●筒井寮（本館、給食・浴場棟

東渡り廊下棟、西渡り廊下棟）

●消防学校（屋内訓練場）
●県立医大附属病院（医局棟）
●薬事研究センター（本館）
●南部農林振興事務所（湯ノ原所長公舎・職員公舎）
●森林技術センター（木材加工実験棟）
●五條土木事務所（本館）
●生駒警察署

●消防学校（本館）　●県立医科大学（大学本館）
●南部農林振興事務所（本館事務所、土地改良課）
●中央卸売市場（関連商品売場棟、冷蔵庫棟A棟、郵便局）
●家畜保健衛生所業務第一課　●家畜保健衛生所業務第二課
●森林技術センター（本館、研修館）
●奈良土木事務所　●吉野土木事務所（本館）
●浄化センター（最初沈殿池上屋2、汚泥濃縮タンク上屋、汚泥ポンプ棟）

学校および不特定多数または
社会的弱者が利用する施設 左記以外の施設

県有施設等耐震検討チームで検討する耐震性の低い（Is値0.6未満（Iw値1.0未満））施設
（教育委員会の施設を除く、地方独立行政法人の施設を含む）

※Ｉｓ値（木造はＩｗ値）とは建物の耐震性能を表す指標（構造耐震指標）で、国土交通省の告示では、Ｉｓ値（Ｉｗ値）が、0.3未満（0.7未満）の場合、「地震の震動及び衝撃に対して
倒壊し、または崩壊する危険性が高い」、0.3以上0.6未満（0.7以上1.0未満）の場合、「地震の震動及び衝撃に対して倒壊し、または崩壊する危険性がある」とされています。
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●筒井寮（

）




